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北塩原村で収穫された
旬の野菜やキノコなど
を使った「キノコ鍋」を
３ｍの大鍋で作りおも
てなしします。裏磐梯観
光大使 普天間かおり
さんのライブやフリー
マーケットなど見どこ
ろ満載の秋まつりに是
非お越しください。

会津から日光へ。江戸時代の参勤交代の街道を歩く
コースです。第十二回目は下今市駅から、日光杉並木
沿いを進み最終目的地の東武日光駅まで歩きます。

喜多方・夢・
  アートプロジェクト2016
大原美術館所蔵作品展
「せぴろまの夢
  まはマティスのマ展」

1113日
10 ～23日

【問合せ】 喜多方市美術館  TEL:0241-23-0404  喜多方市字押切2-2

【問合せ】 裏磐梯観光協会  TEL:0241-32-2349

【問合せ】 岩月町宮津字火付沢  喜多方煉瓦會（星）  TEL:090-1937-6913【問合せ・申込先】 会津鉄道株式会社  TEL:0242-28-5886

第十二回 参勤交代の道
会津・野岩・東武線ウォーク

1016日

裏磐梯秋まつり
　「お客様感謝デー」

10 2 日

三津谷の登り窯に火が入ります！
煉瓦5000本の
 予熱開始（終日）

10 8 土
薪による窯焚き
 （終日）

10 9 日
14時頃火止め
 （6房まで焼成）

1010月㊗
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2016
Autumn

西四ツ谷観光駐車場 ─ １番札所 大木（常安寺） ─ ２番札所 松野（良縁寺） ─ ３番札所 綾金（金泉寺） ─ ４番札所 高吉（徳勝寺）─ ５番札所 熱塩（示現寺） 

─ 石室三十三観音と草木塔（車窓） ─ 昼食・道の駅喜多の郷 レストランふるさと亭 ─ ６番札所 勝（勝福寺） ─ ７番札所 熊倉（光明寺） 

─ ８番札所 竹屋（観音寺） ─ ９番札所 遠田（大光寺） ─ 西四ツ谷観光駐車場
〈17：00頃〉

〈8：30頃〉

×
  

昼  ×

〈祝〉  日本遺産  学芸員と巡る喜多方の観音道
お一人様 5,500円（交通費･食事･拝観料含む）
20名（最少催行人員15名）
10月30日（日）  ※申込〆切：10月20日（木）
【西四ツ谷観光駐車場】 集合時間：8時20分（予定）

旅行代金
募集人員
出  発  日
集合場所

知らなかった喜多方の
魅力に出会える旅 美蔵紀行2016

びっ    くら

【申込み・旅行企画・実施】会津トラベルサービス㈱ TEL.0242-24-6666 福島県知事登録旅行業  第2-62号  総合旅行業務取扱管理者  高久 敦 【イベント企画・問合せ】喜多方観光物産協会 TEL.0241-24-5200

アンリ・マティス《マティス嬢の肖像》
1918年 油彩、画布 72.9×53.9㎝
大原美術館蔵

観  覧  料 一　　  般…500円（400円）
大・高校生…300円（250円）
中・小学生…200円（150円）
※（　）内は20名以上の
　団体割引料金

会　　期 平成28年10月23日（日）～
11月13日（日）

開館時間 10：00～18：00
（展示室への入場は17：30まで）

休  館  日 水曜日

開催日時 平成28年10月2日（日）11：30～
開催場所 休暇村裏磐梯　多目的広場

津上みゆき
大原美術館ARKOでの滞在製作作品

「福島農場」様会員
情報

★各寺のご案内を喜多方市の学芸員の方がご案内します。 ★日本遺産「会津の三十
三観音めぐり」のうち、喜多方の九つの札所を巡ります。 ★観音寺と大光寺では特別
拝観 ★レストランふるさと亭では新そばの昼食をお楽しみいただけます。

～おススメの
　　ポイント～

上記スケジュールは、窯の状態により若干の変更があります。解説付
き見学（無料）は3日間ともに9：00～16：00の間、随時受付。但し、安
全上のため、窯場外からの見学。尚、9・10の両日は薪入れ体験（お一
人様1回1,000円＝傷害保険付き）を実施。薪をくべるたびに温度が
あがり、あたかも窯に命を吹き込むような薪入れ体験は、非日常を全
身で体感できるまたとない機会です。この機
会にぜひとも活きた登り窯本来の姿をご覧く
ださい。目もくらむような窯の中できらめく煉
瓦や、灼熱の中に踊る「炎の龍の舞」もご覧頂
けます。5名様以上は要予約。時間的余裕を
もってお越しください（所要時間30分以上）

集　　合 西若松駅7:40（無料駐車場有）

参加人数 定員50名
参  加  費 500円（保険料など）+乗車運賃5,060円

行　　程 西若松駅発8:08～下今市駅着10:46（列車）
下今市駅～日光杉並木街道～東武日光駅（ウォーク）
東武日光駅発16:25～西若松駅19:46（列車）

コース
10ｋｍ

　農業の本来の姿である「有畜栽培」で循環型農業を継続して営んでいます。
自然のままの作物達にはストーリーがあり、自分達が健康になれるものづくりをすることで、
お客様の健康に繋がるお手伝いをさせていただきたいという思いがあります。
　その商品を地元だけでなく、全国のお客様にもお届けするために手間ひまかけて作ってい
ます。また、お客様の笑顔を想いながら、新商品の開発に取り組んでいます。
　農場では、小さなお子様がいるファミリーや年配の方々まで末永く愛していただける商品作
りをモットーにしています。福島農場は【ふくちゃん】のロゴマークが目印です！

　　　　　　　このコーナーでは喜多方観光物産協会の会員様をご紹介しております。
ご希望の方は喜多方観光物産協会（☎0241-24-5200）までご連絡ください。

【問合せ】 福島農場　喜多方市岩月町宮津字下村前481-1　定休日：年末年始　営業時間：8：30～17：30　TEL.0241-22-2026

※出発・到着時間は予定時間となります。参拝順は変更になる場合
もございます。詳細はメ切後、最終確定書面でご案内いたします。 ●第16回蔵のまちアートぶらり～ 完全ガイド

●そばのあれこれ～奥深いそばのうんちく～

●掘り出しイベント情報
●美蔵紀行
●会員情報

喜多方観光物産協会（喜多方市観光交流課内）
〒966ｰ8601 喜多方市字御清水東 7244 番地 2
TEL.0241-24-5200　FAX.0241-24-5284
E-mail：info@kitakata-kanko.jp　URL：http://www.kitakata-kanko.jp/

発  行 H28.10.1  23,000

詳しい旅行条件を示した書面を用意しておりますので、ご確認の上お申込みください。

きたかた観光
秋



そば打ち体験の出来る所

そばのあれこれ
～奥深いそばのうんちく～

喜多方 第１６回蔵のまち アート・ぶらり～完全ガイド

主催・お問合せ

■蔵のまち  アート・ぶらり～実行委員会
　喜多方市字天満前８８５１－２　ＴＥＬ：０２４１－２２－１１０３

　そば打ちは「一鉢、二延し、
三包丁」と言われ、この木鉢の
作業が一番重要です。喜多方
では湯ごねの十割そばが主流
となっています。
　何回かに分けて加水し、そ
ば粉全体に均一に水が回る
よう手早く行います。

①湯ごね
　両手で圧力をかけながら生
地をこね上げ、球状に仕上げ
ていきます。
　【会津型】ではへそ出しを
し、【宮古型】では小さく小分け
をしながらまとめます。

②練り
　麺棒を使い、延していきま
す。【江戸型】では四角く延し、
【会津型】は延し台に軽く打ち
付けるように丸く延します。【宮
古型】は小分けしたものを丸
延ししていきます。

③延し
　延したものをたたんで包丁
で切っていきます。
　太さは、マッチ棒程度
　（１．５ｍｍ～２ｍｍ）

④切り

寒晒しそばの違い そばにマッチング!!

※画像はすべてイメージです。 ＊２２．漆芸工房 角田 以外は
　すべて喜多方市内で開催されます。

2 3

【江戸型】 全国的に主流な打ち方。三本の麺棒を使用します。四角く延す角延しです。

そばプリン

京都出汁巻きたまご

蕎麦豆腐

【会津型】 会津地方では主流な打ち方です。一本の麺棒を使用し、丸延し・打ち（たたき）延しが特徴です。

【宮古型】 山都の宮古・一ノ木地域で主流な打ち方です。
小さく小分けにしたものを一本の麺棒で丸延しするのが特徴です。

喜多方はそばの産地として知られています
が、そばはそば粉の挽き方一つで味に差が
でてしまうとても繊細なものなのです。

そばは産地や挽き方が重要な要素ですが、やはりそば通ならぜひ一度は挑戦したい「そば打ち」。打ち方にもそれ

ぞれの工程で色々な型があります。

是非、そばの魅力を発見してみてください。

そば打ち

そばの打ち方３種

【江戸型】

【宮古型】

【江戸型】 【会津型】 【宮古型】

　寒晒しそばは一年で最も寒さの厳しい大寒の時期に、極
寒の渓流に玄そばを2週間ほど浸し、寒風に晒して乾燥させ
たものです。
　流水に晒すことで水溶性のタンパク質が流れだし、雑味
のないすっきりとした味わいになるとともに、玄そば自らが凍死
しないよう不凍液のような役割を果たす旨味成分のアミノ酸
をつくり出すことで、そばの甘みを引き出しています。
　その玄そばのデンプン質が多い中心部のみを使って打ち
あげた「御前そば」は、古くは殿様への献上の品であったこと
からそう呼ばれ、純白で透明感があり、旨みが増していながら
もすっきりした味わいで、通常のそばとの違いが一番感じられ
る食べ方です。
　しかし、「御前そば」にできる中心部の粉の収量は大変少
なく、通常ではなかなか食べることができないため「幻のそ
ば」などと言われるほど、大変貴重なそばとなっています。

※そばの郷喜多方には地域ごとに異なる３つのそば打ちがあります。

※必ず、各施設へ事前に予約をお願いいたします。

アート・ぶらり～とは
　中心市街地にある美術館、博物館、ギャラリー、さらには展示スペースを提供できる蔵等などが連携し、
一斉に展覧会を開催することで多くの関係施設を巡り、中心市街地にあらたな賑わいを創出する事を目
的として開催しています。

●おぐにの郷
　☎0241-24-4488
　喜多方市熊倉町雄国字大谷地乙310-2

●会津山都そば道場 蕎道館
　☎0241-23-7300
　喜多方市山都町字広葎田2432-1

●蒲生農園 そば工房
　☎0241-27-3475
　喜多方市塩川町五合字松崎丁414

●飯豊とそばの里センター そば資料館
　☎0241-38-3000
　喜多方市山都町字沢田3077-1

●そでやま夢交流館
　☎0241-44-2888
　喜多方市高郷町揚津字袖山甲3054-9(ふれあいランド高郷内)

●善ちゃんそば道場
　☎0241-36-3261
　喜多方市熱塩加納町相田字大森乙1246-196

●そばプりん
　そば茶を使用した香ばしい味のプリンです。
　「茶房 千」 ☎0241-38-2272
●京都出汁巻きたまご
　京都で修業を積んだ喜多方出身の店
　主が作る究極の出汁巻たまごです。
　「舟場α」 ☎0241-23-8008
●蕎麦豆腐
　とのやさんが試行錯誤して作った独特の
食感のオリジナルそば豆腐。ほんのり暖か
く、蕎麦の香りとごまの風味、クルミの食感
が相まってちょっとしたデザート感覚で食
べる事が出来ます。作りたては絶品です！

　「宮古 そば処 とのや」 ☎0241-38-2598

～ 参加施設（団体）のご紹介 ～ ※各施設により日時や時間帯が異なりますのでお問合せください。

平成２８年１０月７日（金）～１０月１６日（日）の１０日間開催

1．喜多方 蔵の里
【金田実氏 蔵写真展示】

喜多方市押切2-109  ☎0241-22-6592

古い蔵を取り壊される前
に撮り続けた金田実。珠玉
のその作品たちが、喜多方
を全国に知らしめることに
なる。

2．珈琲舎 うつわ
【浅見 晃司 能面師その静なる時】

喜多方市押切2-1  ☎0241-23-2250

三島町に在住。特産の桐か
ら能面、木造が彫リおこさ
れる。屋根裏の空間が凛た
る精根の棲家に。

3．手仕事ギャラリー マルサ漆器
【縄文より人は漆を塗っている。】

喜多方市天満前8851-2  ☎0241-22-1103

新作展示のほか、漆塗リ・
拭き漆の体験、金継ぎ教
室（要予約）など、幅広い漆
の世界を提案する。

4．木之本 桐のこ人形館
【猫じゃらし学園 祝開校】

喜多方市天満前8859  ☎0241-23-1611

あの頃の小学校が、校庭
が、猫たちの少年時代とし
て復元。そして人形館の半
分が、マル秘リニューアル
進行中。

5．閑月窯 かんげつがま

【手代木 進 陶磁器展】

喜多方市関柴町三津井字七反1432  ☎0241-22-7281

使い勝手が良い、使い飽き
しない普段使いの器たち。
今回は特に、茶道具にも力
を入れて。

6．会津型研究会
【蔵で遊ぶ 会津型紋様を和布・和紙・ガラスに】

喜多方市一丁目4536  ☎0241-23-1424

ギャラリーれんがで「会津
型研究会作品展」「型彫り
体験」、染織工房では「織
り・染め」手工芸品の展示
即売。

7．Arti あ～ち

【花…衣と遊ぶ展 2016秋】

喜多方市東川原田7538-13  ☎0241-24-4758

ウール、シルク、リネンで
コート、ジャケット、ワン
ピースなどなど。お茶と
ファッションのつどい。

8．ギャラリー喫茶 きりん
【小野 博子 バックと小物裂き織展】

喜多方市西四ツ谷259  ☎0241-23-3949

20年間会津での創作活動
を経て、横浜に裂き織工房

「樹絲布」を主宰。作品の完
成度には定評がある。

9．游泉 三浦屋
【アメリカンパッチワークキルト】

喜多方市岩月町喜多方林崎621-1  ☎080-6019-4735

松崎由紀の作品展。
Mape Leafスタジオキル
ター:杉崎洋子氏から手ほ
どきを受ける。

10．A&G夢空間
【漆芸・染織・彫刻の3人展】

喜多方市寺田4905  ☎0241-22-0327

齋藤紘子（彫刻とパステル
画）のアトリエに、坂内憲勝

（漆）、齋藤潤子（染織）を招
いての共同展示会。

11．手織り工房 HIRO
【裂き織りと着物リメイク服】

喜多方市小田付道上7053  ☎090-3755-0246

裂き織のバックやコー卜、
草木染・藍染裂き織ストー
ル、そしてリメイクでよみ
がえる着物の数々。

12．革細工 Rei
【革で何ができる？】

喜多方市さつきが丘46-2  ☎090-3756-3689

見て、触って、使って、やさ
しい気持ちになれる。そ
んな物づくり、そんな夢さ
がし。

13．織りわっさ處 楽居 らっきょ

【第10回さき織展 古布のあじわい】

会場：大和川北方風土館「天空回廊2F」  ☎080-5445-7179（荒川）

風景を織り込んだのれん
10 点出品。さき織の織布
も販売。見て、ふれて、古布
を味わう。今年は大和川で
開催。

14．民藝 あくた川
【故 佐藤春二の世界と美富久遠の作品展】

喜多方市町田8864-2  ☎0241-22-0388

佐藤春二氏は弥次郎系こけ
し工人、そして福島在住の一
閑張りテキスタイル作家美
富氏。前掛けBag、一閑張り
Bag、会津木綿、小物など。

15．喜多方市高齢者生産活動センター
【60歳からのスタート「仲間と共に喜びと楽しみを」】

会場：大和川北方風土館「天空回廊1F」 問合せ：活動センター ☎0241-24-2297

陶芸、織物、手芸、押し花
絵、園芸、それぞれグループ
会員による作品の展示即
売会。毎年盛況。

16．あとりえ山桜　五十嵐節子
【ステンド硝子アート作品展】

喜多方市熱塩加納町熱塩中志田丁175  ☎090-7668-3700

火も水も電気も使わない
でつくる、新しいステンド
グラス。「ふくろう」など、だ
れでも安全に手軽に体験
できる。（有料）

17．うちうみ木目込みの会
【葵まつり 牛若丸と弁慶】

会場：東町蔵屋敷「会陽館」  ☎0241-22-6060（内海）

平安時代から京都に伝わ
る「葵まつり」と「昔ばなし」

（牛若丸と弁慶、舌切雀）
を、木目込み人形にて華や
かにアレンジ。

18．蔵のまちステンドグラス工房
【第23回ステンドグラス展 近代日本代表の模写を中心に】

喜多方市上三宮町上三宮565  ☎0241-22-3995

千年を超える伝統技術による
本物のステンドの魅力を、ラ
ンプやパネルに表現。この期
間限定の作品販売と力フェ。
8日（土）はコンサー卜有。

19．遊漆会 ゆうしつかい

【大沢 周一・大竹 信一 遊漆二人展】

会場：染織工房れんが〔みそ蔵ギャラリー〕  ☎090-2883-5796（大沢）

漆食器、卓上漆器、アクセ
サリ一、卓抜なる描写力か
ら思わず二ヤリとさせる蒔
絵が、何とも見もの。

20．a⇔t アート

【a⇔t作品展】

会場：ふれあい夢くうかん  ☎070-5585-4070

坂内愛海の油彩（テーマは環
境問題）、田澤友伸の現代美
術（テーマは集合）、南会津を
拠点に活動する二人の作品
展。アート・ぶらり~初登場。

21．セレクトショップ＆ギャラリー エーコード
【ふたりのイラスト展】

喜多方市西町田8269-2 1F  ☎0241-23-7333

障害福祉サービス事業所
「Mamiyaプリムローズ」所
属。その原画を使ったバッ
グ、ファブリックパネル等
を紹介する。

22．漆芸工房 角田 ＊北塩原村

【アトリエ展】

北塩原村桧原曽原山1096-635（ナビでは1096-217で検索）  ☎0241-23-7227

裏磐梯曽原湖近くのアト
リ工。会津塗の伝統技法
で大作から日常使いの漆
器まで。蒔絵・沈金体験も。
日展会友。

23．ギャラリー・コスモス
【親子三人手作り展】

喜多方市岩月町喜多方林崎587-1  ☎090-1267-4584（相楽）

レ一ス、折り紙、編み物、ブ
リザ一ドフラワ一、かご
バック、気ままに楽しんで
作る趣味の作品展示。


